































































































… 1997 (平成9)年度「企業のグローバル化を求めて」 (山口祐司富士屋ホテル(樵)副社長,
藤村宏幸(株)荏原製作所会長他9名)
1999　平成11)年度「現状打破の経営一変革の意思と行動を求めて-」 (間野永光(秩)なが
の東急百貨店代表取締役社長,溝口文雄横河電機(株)代表取締役副社長他10名)
枚揮利昌先生へ柑る言発
…2000 (平成12)年度「顧客満足から顧客価値創造へ」 (福原義春(秩)資生堂代表取締役会
長,桜井正光(秩)リコー代表取締役社長他10名)
…2001平成13)年度「顧客価値経営と汀戦略」 (西室泰三(株)東芝代表取締役会長,たか
の友都(秩)不二ビューティ代表取締役社長他11名)
2002 (平成14)年度「トノブが語るリーダーシップ」 (出井仲之ソニー(株)代表取締役社
長.丹羽字一朗伊藤息商事(樵)代表取締役社長他11名)
2003 (平成15)年度「トップが語る更なる挑戦」 (葛西敏之東海旅客鉄道(秩)代表取締役社
長,ジュディ・オング(歌手) (株)ビーモリ代表取締役社長他11名)
以上延べ7年間もの長きにわたり, 「トップ…マネジメント特別講義」という大変な科目の
ご担当をお引受賜りましたことに心から御礼申し上げますO当該講義のテーマにしましても.横
津先生の日頃のご研鍵が良く窺えましたし,横滞先生のご尽力により講義にお呼び戴いた講師の
方々の素晴らしさにも感動を覚えました。企業のトップの講師の方々のご講義の後,横揮先生が
当日の講義のコメントをされますOこのコメントがまた横揮先生らしいまさに横揮先生でしかで
きないコメントでした。スタート当初から「トップ・マネジメント特別講義」は木曜日の4時限
目なのですが, 4時限目が終わりに近づいて教室がざわついても,何ら気になさることなく坦々
と含蓄に富んだコメントをしておられるのが常でした。悠然とコメントされるお姿は誠に,教育
者そのものです。このことだけは学生に伝えるのだという情熱が溢れていました。先生の教育に
対する其撃な姿勢がそこにありました。横津先生のコメントを楽しみにしていたのは学生だけで
はありませんo実は,小生も毎回,横滞先生がトップのご講義に対し,どのようにコメントされ
るのかを密かに楽しみに致しておりましたO新たな見方や考え方を伝授して敷くような心持でし
た。本当に有難うございました。また本当にお疲れ様でした。お蔭様にて, 「トップ…マネジメ
ント特別講義」は現在も続いております。のみならず経営学部の代表的な講義として世に知られ
るようになっております。 「トップ・マネジメント特別講義」に対する横滞先生のご貢献の大き
さは言葉に言い尽くせないほどですC先生のお嬢様がお勤めの会社の社長にご講義をお願いした
ときには,横棒先生のお嬢様も「トップ・マネジメント特別溝鼠」のトップのスタッフの一・日と
して,パワーポイント等を操作するために一緒にいらっしゃいましたUまさに一家を挙げてのご
協力でしたO心より感謝いたしますO
これほどの先生を亜細亜大学の先生方はそのままにはしておきませんでした　2000 {平成
12)年の6月,棟揮先生は亜郷亜大学学長選挙に立候補されましたo結果は惜しくも第2位にて
落選ということになりましたが,横滞先生に対する支持者が数多くいらっしゃったことも判明致
しました。この学長選挙にて,小生は推薦責任者をやらせて放きましたが,小生の力が至らな
かったばかりに,このような結果となり本当に申し訳なく存じておりますoご協力賜りました皆
様には心より御礼申し上げます。横棒先生が学長に当選されていたならば,亜細亜大学はまた
違った現在を迎えていたに違いありませんo落選とはいえ,この節2位という実績は燦然と輝い
qE繍覗大学鞭常論免　第47巻第2号(2012年3即
ておりますこその後,先生によります先の日中韓経営管理学術大会の開催などへの国際的展開
は.エネルギーを学内ではなく, M際的に向けられた証かと存じますO
また,いつの頃からか忘れましたが,横揮先生は長年亜細亜大学の教職員会の会長を務めてお
られますo新年での我々の初めての挨拶は,学長でもなく理事長でもなく,教職員会開催の新年
会での横揮教職員会会長の「新年おめでとうございます」から始まります。裏はこのときも横滞
先生流の哲学的な言責が随所に出てまいります。その含蓄に富む言葉から新年が始まるのですC
それが2012　平成24)年の新年会で最後になるかと思いますと大変残念でなりません。残念で
はありますが,横揮先生の会長としての最後の新年のご挨拶が.どのような内容になるのかと今
から楽しみでなりません。
最後に,ご定年をお迎えになる2011 (平成23)年度の先生の研究室の様子をご紹介させて敷
きます。横棒先生はご定年が近づきましても,ご多忙でいらっしゃり, 10月もE]中韓擬営管理
学術大会の中国大会のことで飛び回っておられました。例によって先生の研究室の机の上は書類
や酋籍で山積みですOいつも山積みです。実は小生もそうです。何かこのように研究室が雑然と
しているのを見ますと,同類である小生などは安堵の気持ちになりますO先生がご退職されると
研究室が雑然としている仲間が減ったようでなぜか寂しい思いで-一杯ですo
定年退職によるご退職とはいえ.多大なご業績を残された先生が去られることは経営学部そし
て亜細亜大学にとりまして計り知れない損失であり,大変残念なことですO残された私達は横揮
先生の教育と研究と国際的なネットワークの構築に関する情熱と実行力をしっかり脳裏に刻み込
んでおかなければなりませんO横棒先生が去られてしまうというこの場に及んで,横滞先生のこ
れまでのご業績を今後の私達の心の拠り所とし,私達一人ひとりが教育と研究と国際的ネット
ワーク構築を通して経営学部さらには亜細亜大学の発展に尽力しなければならない,という決意
を改めて致しました。
柄揮先生は,大変なスポーツマンでいらっしゃいます。若き日には,卓球でインターハイに出
場されたほどの腕前でした。テニスを始められてからもかなりのキャリアを積んでおられるの
で.相当な板前と伺っております。さらに最近では年齢別の卓球大会にて2位に入賞されたとも
伺っております。このような素晴らしい先生と亜細亜大学ならびに亜細亜大学経営学部という職
場を共にすることができたという誇りを胸に,残された我々はさらに前進することをお苦い申し
上げ,贈る言葉とさせて赦きたく存じます。
横滞利昌先生,長い間本当に有難うございました。これからの先生の益々のご活躍とご健勝を
心から祈念致しております。
(平成23年12月吉日)
